平成３０年度第１回布佐中区小中一貫運営協議会議事録
１．日時　平成３０年７月１９日　１４：００～
２．場所　布佐中学校　多目的室
３．出席者氏名
篠崎様，山下様，村田様，稲澤様，佐藤様，志垣様，古賀様，

小林様，鈴木様，宮路様，加藤様，板倉様
出席事務局氏名
石井校長，長田教頭，藤川教務主任（布佐中）
　　酒井校長，角倉教頭（布佐南小），成島校長，佐藤教頭（布佐小）
４．内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　進行：長田教頭　　記録：佐藤
	意見を求めた事項
	発言者
	意　　見　　の　　概　　要

	１．始めの言葉
	長田教頭
	

	２．挨拶
３．自己紹介

４．委嘱状交付
	成島校長
３校校長
	○夏の高温対応と地域の見守りのお礼
○各学校選出の委員に

	５．今年度の小中一貫教育と運営協議会の役割
６．確認事項・協議事項
	石井校長
藤川教務

　　主任

稲澤さん

石井校長

成島校長

志垣さん

石井校長
	○小中一貫教育の理念と概要
○運営協議会のあゆみ

○規約について
①１学期の取り組みと２学期以降の計画（合同研修・プロジェクト・運営委・３部会・小中一貫の日等）
②１学期６年生中学校登校の様子

　小小の交流，中学校事業参観，校内見学

③２学期以降の６年中学校登校（9/20）の提案・承認

・６年生が英語の授業と男女分かれての体育の授業体験

・生徒会代表から中学校の説明

・沼津市から８名の先進校視察がある。

Ｑ：我孫子市での小中一貫の取り組み状況は？

Ａ：他中区は「小中一貫の日」に授業体験を行っている所があるがここまでの回数はやっていない。

布佐中区が先行している。

Ｑ：布佐で小中一貫を行う利点は？

Ａ：他の中学校区に比べて児童・生徒数が少ないので導入はしやすい。また，学校と地域の関係を考えると推進するための環境は整っており，先行実施するにふさわしいと考える。

	
	長田教頭
山下さん
村田さん
	④夏休み宿題お助け隊の予定について
○布佐中会場は私が，南小会場は志垣さんが中心に運営。市内の高校・大学から学習ボランティアが来校。
　地域ボランティアでも受付・学習支援を行う予定。

⑤意見交換（要望・意見・感想等）
○地域的に家庭によって教育に温度差がある。地域・学校・家庭がそれぞれの役割を果たして小中一貫を目指していくことが大切。

	
	稲澤さん

篠崎さん
	○それぞれが1つの目標に向かって取り組み進んでいくことが大切。

○この会議の参加者だけでなく，他の人の意見も取り入れていってほしい。

	
	香取さん
	○中学校登校によって，小学生が中学校にすんなり慣れ
ていくことができ効果がある。

	
	佐藤さん
板倉さん
	○世帯数・教員数の減少により，３校連携のＰＴＡを作
っていく事を考えてみてはどうか。

○報告から小中一貫の取り組みがとても意味のあるもの
で地域でも応援したい。が，教育現場の様子が分からな
いので具体的なイメージがわかない。地域の推進員が授
業参観できるとイメージしやすくなる。

	
	古賀さん
	○学習ボランティアとして子ども達の支援をしている。
ハンデのある子が卒業までにどこまでを目標とするか考
慮していただきたい。

	
	鈴木さん
志垣さん
	○アンダーパスができ，交通量が増えている。２・３丁
目地域で，交通事故を予防するための話し合いが必要。
また，外国人の対応を考えていただきたい。

○布佐子ども学習室での児童の様子は，それぞれの学校
の特徴が出ている。

	
	小林さん
宮路さん

石井校長
	○地域ボランティアの活動を実感している。小中での交
流ができていてとても良い活動だと思う。

○自治会としてどう関わっていくかを模索していたが，
現実とのギャップを感じている。布佐地区を愛する子ど
も達を育てているが，大人になって布佐に住んでくれる
かどうか…心配。
○この会議は意義のあるものにしていきたい。布佐中学
校区の子どもを地域総ぐるみで育てていきたい。よりよ
い小中の連携を考えていくために，地域・保護者等それ
ぞれの立場の人の意見を聞き，話し合い，検討して実行
性のある協議会にしていきたい。

	７．まとめと挨拶
８．次回運営委員会の予　定

９．終わりの言葉
	酒井校長
長田教頭

長田教頭
	○子ども達を知ってもらうために３校の校内研究授業等の参観を。南新木の通学路の安全確保を行っていく。
○１２月の予定　日程が決まり次第連絡。


